
「算数の授業」から 
学校現場を考える 

～新学習指導要領、主体的な学び、愛国心？～ 
 

日時   6月 14日（金）  18 時 30分～20時 00分 

場所   江戸川区立コミュニティー施設「グリーンパレス」 
（所在地：江戸川区松島 1 丁目 38 番 1 号 電話：03-3653-5151 

ＪＲ新小岩駅南口からバス 6 分→徒歩 3 分 詳細は裏面をご覧ください。）  

         

 

☆「新学習指導要領への対応に時間を割かれ、職場が授業どころではない。教

員がこんな目先のことに振り回されていいのだろうか？」という声が組合に

寄せられています。 

 

☆そこで今回の学習会は、40 年前から主体的な算数教育を研究してきた数教協

の実践を紹介します。それをもとに自分がつくる授業、学校現場について考

える機会にします。 

 

☆今回お呼びする講師の小寺さんは、2006 年まで都公立中学校教諭として数学

教育を追究し、数学教育学の教授をされ、現在は「原爆の図」を展示する丸

木美術館理事長として平和活動にも尽力されています。教育改革とともに安

倍政権が進める改憲や軍拡にも視野を広げて、学校をとりまく状況を伝えて

くださる予定です。 

 

講師 小寺 隆幸さん（元京都橘大学教授・丸木美術館理事長） 

主催 江戸川区教組 

共催  江東区教組・墨田区教組 
 

 

 

 

 

 



 
講師著書 『習熟度別授業で学力は育つか』 

『主体的・対話的に深く学ぶ算数・数学教育』『兵器と大学』など） 
 

 

 

 

 


